
２　【H25事業計画（主に担当者が行う業務内容及び手順）】

人

総
合
計
画

H26事業計画 H27事業計画 H28事業計画
同上
第3次病院改革プランの策定

同上 同上

手
段

③目的を達成するために実際に
行った行政活動（サービス）

実施計画・事務事業評価共通調書

後期基本計
画重点視点

事務事業番号
事務事業性質
重要事務事業

総合計画実施計画

⑥
活動
指標

1日平均入院患者数

１　【事務事業の全体概要及び背景】
1日平均患者数
・入院：  19人
・外来：115人

３　【年度目標】
・医療機能の充実（患者ニーズへの対応，医師確保対策，地域医
療連携体制の強化）
・経営の健全化（病床利用率の向上，経費の削減，医薬品購入費
の削減，収入の確保，ICT化の推進等）
・院内組織体制の強化
・職員の意識改革（目標管理の徹底，職員の共通認識）

目
的

入院診療日数
外来診療日数

医療機能の充実（医療機器整備，施設整備，医師確保等）
経営の健全化（病床利用率の向上，経費等の削減，収入の確保
等）
職員の意識改革（目標管理の徹底，院内勉強会の開催等）

市民

基準外繰出金（病院運営補助金）

市民

公立病院としての役割を果たすとともに経営基盤を強
化し経営の安定化を図る

26年度（目標）

3,600

【DO】事務事業の実施

25年度（実績）

単位

1日平均外来患者数

④
対象
指標
⑤

成果
指標

①対象
(働きかける相手・もの）

②事務事業の意図（どのようにしたい
のか。どういう状態にしたいのか）

人

0

3,6000.480

28年度（目標）

成
果
指
標

120.0

15.6

88.0 95.5

対
象
指
標

79,409

1日平均入院患者数

平成26年3月31日

○

第２次笠間市立病院改革プランの推
進

○

所属部課名 市立病院事務局経営管理課

補助率

17.6

1

市単独

27年度（計画）

継続

円

77,723 77,723

新規・継続

記入日

Ｈ24 Ｈ26

補
助
単
独
区
分

所管省庁政策的事業

終了年度

款 項 目

共催者・関係団体

公立病院改革ガイドライン

１　保健・医療
４　医療体制の充実

細目名 関連計画
根拠法令

事
業
期
間

開始年度

　総務省の「公立病院改革ガイドライン」
に基づき策定した「市立病院改革プラ
ン」の期間終了に伴い，独自に「第２次市
立病院改革プラン」を策定し計画を推進
することにより，公立病院としての役割を
果たすとともに経営基盤を強化し経営の
安定化を図る。

予
算
科
目

会計
病院 病院事業費用 　医業費用

４　【事業費の内容（決算額）】

補助金の有無
直営 ―

実施手法
―

負担金の有無

日

人

日

事業費及び指標の推移

人

0

26年度（計画）

0

単位

千円

日

日 365

22年度（実績）

22年度（実績）

23年度（実績）

244

366

0

0

0

0

0

25年度（実績）

245 244

1,875

28年度（計画）23年度（実績） 24年度（実績）

78,862

365365

0

0.480

24年度（実績）

1,875 3,600

3,600

1,875

243

0 0 0.25 3,6000.480

0 0

3,600

366

130.0

14.9 24.0

78,279 77,72377,723

100.8

69,648 59,000 50,000 45,000

97.4

14.8

125.0

365

242

27年度（目標）

25.0

244

3,600 3,600

3,600

26.0

365

244

3,600

職員割合 千円

千円

トータルコスト（ア）＋（イ）

人件費計（イ）

指標区分

入院診療日数

人
件
費

活
動
指
標

外来診療日数

時間外

3,600 3,600

【PLAN】事務事業の計画
評価区分

評価事業

45,00050,00050,648円

事務事業名

政
策
体
系

政策
小政策
施策

小施策

　医業外費用

３　共に支えあい，健やかに暮らせるまちづくり 〔健康・福祉〕

２　日々の健康を支える安心な保健・医療の体制を整えます

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

嘱託臨時

0.480

人

他課の協力分

千円

事
業
費

千円

千円

千円

千円

千円

千円

事業費 単位

千円投
入
コ
ス
ト

（
イ
ン
プ

ッ
ト

）

一般財源

事業費計（ア）

千円

基準外繰出金（病院運営補助金）

人市民

1日平均外来患者数

人



社会情勢の変化・市民ニーズの把握

全体総括（振り返り，反省点）

【ACTION】事務事業の改革・改善 フォローアップ　前年度の課題や問題点

必要性

有効性

効率性

有
効
性
評
価

   　適切

   　適切

   　適切

  見直しの余地がある

  見直しの余地がある

  見直しの余地がある

第2次市立病院改革プランは，公立病院としての役割を果たし，病院経営の健全化を図る
ための指針となるものである。

その他

効
率
性
評
価

一次評価結果

　　　他の事務事業や活動と統廃合や連携ができる
　　　統廃合や連携はできない・既に連携している

名称

【PLAN】事務事業の計画

総合評価

今後の方向性 現行どおり継続
評価理由

現  状  維  持資源配分
市民に安心・安全な医療を提供するため，現行どおり継続実施する。

③前年度の改革・改善案

②改革・改善案を実現する上で克服するべ
き課題と解決方法

④取組状況

①改革・改善案

　　　他に手段がない
　　　他に手段がある(事務事業名・活動名）

　　　影響は大きく，問題の発生が予想される
　　　代替案や対策を採ることで対応できる

課題なし

⑥類似事業との統廃合・連携の可能性　（民間活動
も含む）

⑤事務事業を休止，廃止した場合の成果への影響
の有無とその対策

⑥人件費の削減余地　《活動量を下げずに人件費を削減できないか？（業務プロセスの見直し，個々の業務の効率化等，業務委託や臨時雇用等）》

　 　 削減の余地がない

　 　 削減の余地がある

採用医薬品の見直しやジェネリック医薬品の採用拡大により事業費の削減に努め，また，
看護師や看護助手の非常勤職員の削減により人件費の削減に努めている。

高齢化が進展するなか，市民が住みなれた場所で安心して生活ができるように，安心・安全な医療の提供が求められている。

③成果の向上余地　《成果は，昨年度と比べてどうであったか？工夫をすることで今後，更なる成果向上ができるか？》

　 　向上の余地がない

　 　向上の余地がある

【CHECK】事務事業の一次評価

県立中央病院との連携強化を図り，毎週医療カンファレンスを行ったことにより入院患者を
増やすことができ，また，物忘れ外来の開催や特定保健指導の実施，入院セットの導入な
どにより，新たな収入を確保することができた。

④成果の波及効果《全市民，または多くの市民や他の施策への波及効果があるか？》

⑤事業費の削減余地　《活動量を下げずに事業費を削減できないか？（仕様や工法の見直し，市民の協力など）》

必
要
性
評
価

②総合計画との整合性，対象と意図の妥当性 《目的（対象と意図）は総合計画と結びついているか？実態（社会環境の変化）に合っているか？》

　 　適切である

　 　見直しの余地がある
地域に密着した医療機関として，効率的な運営に努めるために必要な事業である。

①行政関与の必要性　《目的達成に向けて，行政の範囲は行政の役割から見て適切か？また市民の意向や社会の要請から見て適切か？》

事務事業を取り巻く環境《対象や法令根拠及び社会環境の変化（開始時期又は５年前との比較）・市民からの意見や要望》



２　【H25事業計画（主に担当者が行う業務内容及び手順）】

人

平日夜間及び日曜日の初期救急診療
　・平日夜間：19：00～22：00（12/30～1/3は除く）
　・日曜日：9：00～17：00（12/31～1/3は除く）

H26事業計画 H27事業計画 H28事業計画
同上
　・平日診療時間を19：00～21：00に変更
する

左に同じ 左に同じ

実施計画・事務事業評価共通調書

事務事業名

政
策
体
系

政策

事務事業番号 2

１　保健・医療

【PLAN】事務事業の計画

小施策

３　共に支えあい，健やかに暮らせるまちづくり 〔健康・福祉〕

２　日々の健康を支える安心な保健・医療の体制を整えます

人

成
果
指
標

対
象
指
標

市民

１日平均夜間診療患者数

１日平均日曜診療患者数

投
入
コ
ス
ト

（
イ
ン
プ

ッ
ト

）

一般財源

事業費計（ア）

千円

千円

千円

事
業
費

国庫支出金

21,932 14,098

24年度（実績）

事業費及び指標の推移

人

財
源
内
訳

県支出金

地方債

単位

指標区分

千円

千円

千円

千円

千円

千円

77,723

その他

21,932

活
動
指
標

297

78,279

人

人 41.0

298

42.0

77,723

3.73.6

40.0

3.5

77,723

他課の協力分

単位

1,080

25年度（実績）

21,080

297

28年度（目標）

77,723

21,080

27年度（目標）

296

1,080

21,080

3.2

38.1

3.5

33.9 40.3

2.9

37.1

3.4

17,564 20,000

16,522

0.1440.10 750 1,0800.144

20,260

1,080

20,000 20,00018,710

1,080

0

16,522

3,478

23年度（実績） 25年度（実績）22年度（実績）

3,442

千円

千円

21,932

0

28年度（計画）

24年度（実績）

297

23年度（実績）

初期救急診療日数

千円

時間外

嘱託臨時

職員割合

日

0 1,0800

１日平均夜間診療患者数

16,522

3,478

１日平均日曜診療患者数

16,818

日

報酬　　　　　 　　　15,377千円
材料費　　　　　 　 　2,087千円
経費　　　　　　 　　　2,796千円

1日平均患者数
・夜間診療：  3.7人
・日曜診療：40.0人

初期救急診療日数

人

実施手法
一部委託

根拠法令

県立中央病院，笠間市医師
会，県薬剤師会笠間支部

記入日

○

共催者・関係団体

政策的事業 後期基本計
画重点視点

単年度繰り返し

補助金の有無

国補助 厚労省

補
助
単
独
区
分

所管省庁

負担金の有無

所属部課名 市立病院事務局経営管理課

平成26年3月31日

トータルコスト（ア）＋（イ）

人件費計（イ）

19,46017,564

人
件
費

15,184

補助率

26年度（目標）

単位

○

関連計画

４　【事業費の内容（決算額）】

0.144

78,86279,409

0 750

3,466 3,526

22年度（実績）

295 297

【DO】事務事業の実施

21,340

1,080

人

手
段

事業費

③目的を達成するために実際に
行った行政活動（サービス）

⑥
活動
指標

平日夜間診療：19：00～22：00（12/30～1/3は除く）
日曜診療：9：00～17：00（12/31～1/3は除く）

終了年度事
業
期
間

市民

平日夜間と日曜日の初期救急医療により市民へ安心
を提供する

―

④
対象
指標
⑤

成果
指標

目
的

①対象
(働きかける相手・もの）

総
合
計
画

新規・継続
小政策
施策

給与費

５　事務事業の目的と手段

②事務事業の意図（どのようにしたい
のか。どういう状態にしたいのか）

３　【年度目標】

事務事業性質
重要事務事業

開始年度

総合計画実施計画

平日夜間・日曜初期救急診療の推
進

款 項 目

評価区分

評価事業
○

継続

Ｈ22

会計
病院

４　医療体制の充実
細目名

経費
１　【事務事業の全体概要及び背景】
　市立病院，医師会，薬剤師会，県立中
央病院が連携し，市立病院において初
期救急診療を実施することにより，笠間
地区における医療サービスの向上を図る
とともに県立中央病院との機能分担を明
確にし，市民が安心して暮らせる地域社
会を推進する。

予
算
科
目

材料費
病院事業費用 医業費用

26年度（計画） 27年度（計画）

3,478

1,080

0.144

市民



夜間と休日における救急医療体制を守るため，現行どおり継続実施する。

一次評価結果 全体総括（振り返り，反省点）

①行政関与の必要性　《目的達成に向けて，行政の範囲は行政の役割から見て適切か？また市民の意向や社会の要請から見て適切か？》

⑥人件費の削減余地　《活動量を下げずに人件費を削減できないか？（業務プロセスの見直し，個々の業務の効率化等，業務委託や臨時雇用等）》

　 　向上の余地がない

　 　向上の余地がある

効
率
性
評
価

⑤事業費の削減余地　《活動量を下げずに事業費を削減できないか？（仕様や工法の見直し，市民の協力など）》

事務事業を取り巻く環境《対象や法令根拠及び社会環境の変化（開始時期又は５年前との比較）・市民からの意見や要望》

断らない医療（検査，外科,小児科等）を提供することで,患者数を増やすことができる。

看護師の数を減らすなど人件費の削減に努めており，さらに平日夜間の午後9時以降の患
者来院数が尐ないため，平成26年度からは午後9時以降の診療時間を１時間短縮して事
業費の削減に努めている。

有
効
性
評
価

③成果の向上余地　《成果は，昨年度と比べてどうであったか？工夫をすることで今後，更なる成果向上ができるか？》

必要性

有効性

効率性

   　適切

   　適切

   　適切

④成果の波及効果《全市民，または多くの市民や他の施策への波及効果があるか？》

【CHECK】事務事業の一次評価

必
要
性
評
価

②総合計画との整合性，対象と意図の妥当性 《目的（対象と意図）は総合計画と結びついているか？実態（社会環境の変化）に合っているか？》

　 　適切である

　 　見直しの余地がある

地域の救急医療体制を守り，市民に医療サービスの向上と安心を提供するために必要な
事業である。

社会情勢の変化・市民ニーズの把握

休日や夜間の緊急時にも安心して医療が受けられるよう，地域の救急医療体制の充実が求められている。

⑥類似事業との統廃合・連携の可能性　（民間活動
も含む）

　　　影響は大きく，問題の発生が予想される
　　　代替案や対策を採ることで対応できる

　 　 削減の余地がない

　 　 削減の余地がある

【ACTION】事務事業の改革・改善 フォローアップ　前年度の課題や問題点

総合評価

今後の方向性 現行どおり継続
評価理由

　　　他の事務事業や活動と統廃合や連携ができる
　　　統廃合や連携はできない・既に連携している

現  状  維  持資源配分

名称

【PLAN】事務事業の計画

④取組状況
　　　他に手段がない
　　　他に手段がある(事務事業名・活動名）

⑤事務事業を休止，廃止した場合の成果への影響
の有無とその対策

③前年度の改革・改善案

②改革・改善案を実現する上で克服するべ
き課題と解決方法

市立病院，医師会，薬剤師会，県立中央病院の連携協力のもと，笠間地区の初期救急診
療を実施しているものである。

その他

①改革・改善案

課題なし

  見直しの余地がある

  見直しの余地がある

  見直しの余地がある



２　【H25事業計画（主に担当者が行う業務内容及び手順）】

人

実施計画・事務事業評価共通調書

評価区分

・学生の受入れを行い地域医療に関心のある医師を養成する
・指導医の派遣を受け，診療内容の充実を図る
・引き続き研修施設に指定されるよう受入態勢を整備する
・医師の後期研修病院となるため，大学と連携協定を締結する

H26事業計画 H27事業計画 H28事業計画
同上
笠間市が単独で筑波大学と契約を締結
する

左に同じ 左に同じ

款 細目名

指導医

指導医の診療枠
　3日：4コマ

負担金の有無

５　事務事業の目的と手段
④

対象
指標

人

総
合
計
画

茨城県
筑波大学

新規・継続
事
業
期
間

開始年度

目項会計

直営 ―
３　【年度目標】

共催者・関係団体

実施手法

関連計画

単年度繰り返し

医業費用 経費

人

コマ/週

研修生

指導医の診療枠（午前・午後）

28年度（目標）

1,080

22,000

23,080

37 37 34 35

成
果
指
標

3

対
象
指
標

○
継続

終了年度
補助率

補
助
単
独
区
分

所管省庁

市単独

記入日
市立病院事務局経営管理課

平成26年3月31日

○
政策的事業

所属部課名

後期基本計
画重点視点

3

筑波大学病院連携事業
（指導医派遣・研修生受入）

事務事業番号
事務事業性質
重要事務事業

総合計画実施計画
評価事業

Ｈ２２

３　共に支えあい，健やかに暮らせるまちづくり 〔健康・福祉〕

１　保健・医療
４　医療体制の充実

病院事業費用

２　日々の健康を支える安心な保健・医療の体制を整えます

宿借上料　　　　　　　　  312千円
訪看指導委託料　　　　  60千円

４　【事業費の内容（決算額）】

補助金の有無
―

地域医療に関心のある医師を養成するとともに指導
医の派遣により診療内容の充実を図る

③目的を達成するために実際に
行った行政活動（サービス）

手
段

日/週

1,0800.144

28年度（計画）23年度（実績） 24年度（実績）

750

65 8069

0.1440.10

300 292

24年度（実績）

3

23,0801,452

300

1,080

1,080

23,080

54

22年度（実績） 23年度（実績）

0

300

354 369

0

365

1,0800

22,000

372

4

222

5

22,000 22,000

1,080 0.144 1,0800.144

22,00022,000

4

369

2

25年度（実績）

33

2

11 11

27年度（目標）

40 40

3 3

2

26年度（目標）

【PLAN】事務事業の計画

事務事業名

政
策
体
系

政策
小政策
施策

小施策

根拠法令

1,080

3

40

11

2

0

単位

千円

千円

千円

354

750

1,115

千円

コマ/週

指導医

トータルコスト（ア）＋（イ）

人件費計（イ）

指標区分

人
件
費

時間外

嘱託臨時

他課の協力分

職員割合

活
動
指
標

日/週指導医の外来診療日数 2

人

人

事
業
費

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

千円

千円

千円

事業費及び指標の推移

目
的 ⑤

成果
指標

①対象
(働きかける相手・もの）

②事務事業の意図（どのようにしたい
のか。どういう状態にしたいのか）

指導医及び研修生

単位

　筑波大学との連携により，市立病院に
「地域医療研修ステーション」を開設し，
指導医と研修生を受入れ理想的な地域
医療教育を実践することで，地域医療に
従事する医師の養成と地域医療の充実
を図る。

１　【事務事業の全体概要及び背景】

予
算
科
目

病院

22年度（実績） 25年度（実績）

⑥
活動
指標

研修生の受入：1年生14名，5年生21名
指導医の派遣：2名（4コマ診療，ストレス外来等）

指導医の外来診療日数

26年度（計画） 27年度（計画）

9

事業費 単位

千円投
入
コ
ス
ト

（
イ
ン
プ

ッ
ト

）

一般財源

事業費計（ア）

千円

千円

千円

千円

研修生

指導医の診療枠（午前・午後）



【ACTION】事務事業の改革・改善 フォローアップ　前年度の課題や問題点

事務事業を取り巻く環境《対象や法令根拠及び社会環境の変化（開始時期又は５年前との比較）・市民からの意見や要望》

　 　適切である

　 　見直しの余地がある

全国的にい師不足の状況にある中，地域医療に従事する医師を養成する目的の事業であ
り，指導医の派遣により市立病院の医療体制も充実することから必要な事業である。

必
要
性
評
価

社会情勢の変化・市民ニーズの把握

   　適切

   　適切

   　適切

市立病院の診療体制の充実を図るため，連携の強化により事業を改善
し継続する。

①行政関与の必要性　《目的達成に向けて，行政の範囲は行政の役割から見て適切か？また市民の意向や社会の要請から見て適切か？》

②総合計画との整合性，対象と意図の妥当性 《目的（対象と意図）は総合計画と結びついているか？実態（社会環境の変化）に合っているか？》

  見直しの余地がある

  見直しの余地がある

  見直しの余地がある

必要性

有効性

効率性

地域医療に従事する医師の養成を図ることで，市立病院の診療体制が充実するので必要
な事業である。

【CHECK】事務事業の一次評価

全国的に医師不足の状況にあり，地域医療に従事する医師を養成する必要がある。

有
効
性
評
価

③成果の向上余地　《成果は，昨年度と比べてどうであったか？工夫をすることで今後，更なる成果向上ができるか？》

　 　向上の余地がない

　 　向上の余地がある

筑波大学との連携を拡充することにより，後期研修医の派遣受入が可能になるなど，さらに
診療体制の充実を図ることができる。

④成果の波及効果《全市民，または多くの市民や他の施策への波及効果があるか？》

その他

名称

　　　他に手段がない
　　　他に手段がある(事務事業名・活動名）

市立病院の診療体制の充実を図るためには，県事
業が終了しても，筑波大学との連携により継続する
必要がある。

⑥類似事業との統廃合・連携の可能性　（民間活動
も含む）

　　　影響は大きく，問題の発生が予想される
　　　代替案や対策を採ることで対応できる

資源配分

総合評価

今後の方向性 改善し，継続
評価理由

　　　他の事務事業や活動と統廃合や連携ができる
　　　統廃合や連携はできない・既に連携している

拡  　　　　　充

【PLAN】事務事業の計画

③前年度の改革・改善案

課題なし

②改革・改善案を実現する上で克服するべ
き課題と解決方法

④取組状況

一次評価結果 全体総括（振り返り，反省点）

効
率
性
評
価

⑤事業費の削減余地　《活動量を下げずに事業費を削減できないか？（仕様や工法の見直し，市民の協力など）》

⑥人件費の削減余地　《活動量を下げずに人件費を削減できないか？（業務プロセスの見直し，個々の業務の効率化等，業務委託や臨時雇用等）》

　 　 削減の余地がない

　 　 削減の余地がある

平成25年度までは県事業で実施されているため，削減の余地がない。なお，平成26年度
は笠間市が筑波大学と単独で委託契約を締結する。

⑤事務事業を休止，廃止した場合の成果への影響
の有無とその対策

①改革・改善案



２　【H25事業計画（主に担当者が行う業務内容及び手順）】

・市立病院建設実施設計策定

人

平成26年3月31日

H26事業計画 H27事業計画 H28事業計画

・市立病院建設基本設計策定 ・市立病院建設工事実施
　（H28～H29）

実施計画・事務事業評価共通調書

後期基本計
画重点視点

新規・継続

市立病院整備事業

4

評価事業

事務事業番号

総
合
計
画

人 100.8

投
入
コ
ス
ト

（
イ
ン
プ

ッ
ト

）

一般財源

事業費計（ア）

千円

千円

千円

地方債

国庫支出金

県支出金

千円

単位

嘱託臨時

トータルコスト（ア）＋（イ）

時間外

入院診療日数

指標区分

活
動
指
標

0

0

0

千円

千円

千円

千円

千円

千円

事業費及び指標の推移

目
的

事
業
費

財
源
内
訳

市民

市民が安心して医療が受けられるよう医療提供体制
の整備を図る

0 0

その他

事業費 単位

【DO】事務事業の実施

外来診療日数 日

0

日

千円

1日平均入院患者数 人

人市民

30,000

【PLAN】事務事業の計画

事務事業名

政
策
体
系

政策
小政策
施策

小施策
１　保健・医療

３　共に支えあい，健やかに暮らせるまちづくり 〔健康・福祉〕

評価区分

1日平均外来患者数

30,000

人
件
費 他課の協力分

職員割合

千円

1,350人件費計（イ）

22年度（実績）

1,350

125.0 130.0

26.0

365

25.0

244

1,350

244

27年度（目標）

91,350

24.0

244

0 1,350

0

365

31,350

1,350 0.180 1,350

290,00090,000

0.180

26年度（計画）25年度（実績） 28年度（計画）

20,000

365

24年度（実績）

27年度（計画）24年度（実績）

25年度（実績）

0 1,472

0 1,3500.180

122

0.180 1,350

122

22年度（実績）

②事務事業の意図（どのようにしたい
のか。どういう状態にしたいのか）

23年度（実績）

0 0

23年度（実績）

①対象
(働きかける相手・もの）

26年度（目標）

270,00090,000

291,350

５　事務事業の目的と手段
人

人

４　【事業費の内容（決算額）】

補助金の有無
一部委託 ○ ―

負担金の有無実施手法

３　【年度目標】

笠間市立病院は，昭和54年の全面
改築以来34年が経過し，建物の老朽
化・狭隘化が著しく患者への負担と
なっており，また，建物本体は昭和56
年に改正された建築基準以前に建
築されたもので耐久性や火災時の対
応など改善が必要であるため，「笠間
市立病院整備方針」を策定し病院を
新築することを決定した。

予
算
科
目

会計
病院 病院事業費用

細目名 関連計画

共催者・関係団体

記入日

○

補
助
単
独
区
分

所管省庁

所属部課名

市単独

終了年度
補助率

市立病院事務局経営管理課

事務事業性質
重要事務事業

総合計画実施計画

新規
事
業
期
間

開始年度

H26 H30

建設・整備事業

○

成
果
指
標

120.0

対
象
指
標

17.6

77,72377,723 77,723

28年度（目標）

242

77,723

366

市民

単位

1日平均外来患者数

④
対象
指標

人
1日平均入院患者数⑤

成果
指標

日
日入院診療日数

外来診療日数

１　【事務事業の全体概要及び背景】

基本計画策定・市立病院方針の策定
・市立病院建設協議会の設置
・市立病院建設協議会の開催（３回開催予定）
・市立病院建設基本計画の策定

経費 根拠法令

４　医療体制の充実
款 項 目

２　日々の健康を支える安心な保健・医療の体制を整えます

医業費用

手
段

報償費　　　            90千円
食料費　　　　 　　    23千円
消耗品費　　　　  　　　9千円

⑥
活動
指標

③目的を達成するために実際に
行った行政活動（サービス）

市立病院整備方針の策定
市立病院指針の策定
市立病院建設協議会の開催



事務事業を取り巻く環境《対象や法令根拠及び社会環境の変化（開始時期又は５年前との比較）・市民からの意見や要望》

高齢化社会に向け市民が安心できる医療を提供するために必要な事業である。

有
効
性
評
価

　 　向上の余地がない

　 　向上の余地がある

必
要
性
評
価

全体総括（振り返り，反省点）

③成果の向上余地　《成果は，昨年度と比べてどうであったか？工夫をすることで今後，更なる成果向上ができるか？》

一次評価結果

目指す医療は，あくまでも重装備な急性期医療ではなく軽装備な医療にた立ち，急性期を
経過した患者の受入や在宅医療に専念していく。

④成果の波及効果《全市民，または多くの市民や他の施策への波及効果があるか？》

効
率
性
評
価

⑤事業費の削減余地　《活動量を下げずに事業費を削減できないか？（仕様や工法の見直し，市民の協力など）》

⑥人件費の削減余地　《活動量を下げずに人件費を削減できないか？（業務プロセスの見直し，個々の業務の効率化等，業務委託や臨時雇用等）》

　 　 削減の余地がない

　 　 削減の余地がある

　 　適切である

　 　見直しの余地がある

①行政関与の必要性　《目的達成に向けて，行政の範囲は行政の役割から見て適切か？また市民の意向や社会の要請から見て適切か？》

②総合計画との整合性，対象と意図の妥当性 《目的（対象と意図）は総合計画と結びついているか？実態（社会環境の変化）に合っているか？》

社会情勢の変化・市民ニーズの把握

   　適切

   　適切

   　適切

  見直しの余地がある

  見直しの余地がある

  見直しの余地がある

市民に安心・安全な医療を提供するため，現行どおり継続実施する。

　　　影響は大きく，問題の発生が予想される
　　　代替案や対策を採ることで対応できる

事業の実施に向け「笠間市立病院建設協議会」を設置し，施設整備について病院の持つ
べき機能を見出し議論と検討を重ね，病院整備事業にかかる答申書が提出された。そし
て，答申書に基づき，保健センター機能や地域包括支援機能などの併設についても，庁
内委員会で検討しながら市立病院建設基本計画の策定を進めている。

総合評価

必要性

有効性

効率性

資源配分

【PLAN】事務事業の計画

今後の方向性 現行どおり継続
評価理由

　　　他の事務事業や活動と統廃合や連携ができる
　　　統廃合や連携はできない・既に連携している

現  状  維  持

フォローアップ　前年度の課題や問題点

ＰＦＩ方式やDBO方式などの導入を検討し，施設の建設，維持管理，運営等に民間の資
金，ノウハウ等を活用することで整備等にかかるコストの縮減を図る。

③前年度の改革・改善案

【CHECK】事務事業の一次評価

④取組状況
　　　他に手段がない
　　　他に手段がある(事務事業名・活動名）

⑤事務事業を休止，廃止した場合の成果への影響
の有無とその対策

地域医療の中で公立病院としての役割を果たし，市民により良い医療を提供していくためには，施設面の環境整備を図る必要がある。

【ACTION】事務事業の改革・改善

課題なし

①改革・改善案

⑥類似事業との統廃合・連携の可能性　（民間活動
も含む）

名称

②改革・改善案を実現する上で克服するべ
き課題と解決方法

その他


